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愛称：“ヒューマン・サークル”
右のマークは、“つうけん”の企業コンセプト
「こころと技術で、社会のために」というヒューマンな願い
をストレートに込めたシンボルマークです。
ブルーの円は人を表し、社会に向けての広がりを、グリー
ンの円は“つうけん”の持つテクノロジーを、イエローの
円はブルーとグリーンの円の融合から生まれる情熱や夢、
そして新しい可能性を表現しています。
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株式会社つうけん

はじめに

　当社はこの数年、NTT事業での仕
事の仕方の見直しや、新たな事業領域
の拡大など、グループをあげて取り組
んできました。
　その中の主要な取組みである「構造
改革」、「M&A」、「つうけん光」の３
つについてご紹介します。

構造改革

　平成25年10月１日、NTT事業の構
造改革を実施しました。その目的は４
つあります。元請会社である当社の経
営改善、元請責任の一層の履行、連結
子会社の経営改善、そして協力会社の
モチベーションupです。
　当社自体の経営改善に当たっては、
これからの厳しい事業環境を見据える
と、見直しレベルの施策では焼け石に
水的です。そこで“改革”といえるよ
うな抜本的な取組みをすることとしま
した。
　最重要施策として挙がったのが、元
請会社である当社がどうすれば、より
現場に近いところで原価マネジメント
ができるようになるか、でした。これ
までのビジネススキームでは現場（協
力会社）と直接契約しているのは一次

下請会社であるため、当社は直接的な
協力会社対応には限界があり、それ
故、現場レベルでの原価マネジメント
がどうしても不十分となってしまって
いたのです。
　次に安全・品質・納期などの面にお
いてですが、元請責任を十分に履行し
ているかと自問すると、前述のビジネ
ススキーム上のこともあり、どうして
も“痒いところを靴の上から掻いてい
る”感が否めず、しかもうまく掻けな
い時には靴のセイにしがちでありまし
た。元請責任をより一層果たすために
は、すなわち、もっと効果的に“痒い
ところを掻くためにはどうすればいい
のか”が次の大きな課題でした。
　また、一次下請会社である連結子会
社（５社）ですが、経営面では恒常的
に苦しいピッチングをしていました。
その本質的な原因は、子会社はどうし
ても“親の脛をかじる”文化に浸りが
ちになってしまう、ところにありま
す。どうすれば子会社に親離れ（自立
化）をさせることができるかが親会社
を含めての大きな悩みでした。
　そして、もう１つ、それは我々と協
力会社との関係を、彼らの一層のモチ
ベーションupのためには、よりビジネ
スライクなものにすべき、ということ
でした。

　この４つの課題を解決するために、
図１に示すような構造改革を実施しま
した。その要約は以下のとおりです。

⑴　２層化
　元請・一次会社・二次会社という３
層構造のビジネススキームを、元請と
一次会社だけの２層構造にしました。
　すなわち、元請会社である当社と協
力会社は直接契約することにしまし
た。これにより当社は直接現場を見ら
れるようになったため、原価マネジメ
ントがしやすくなり、そして“靴を脱
いだ”ことにより痒いところを直接掻
けるようになりました。

⑵　連結子会社の協力会社化
　５つあった連結子会社をなくし、新
たに施工部隊だけから成る子会社を１
つ作りました（㈱つうけんアクティブ
です）。つうけんアクティブ社は、こ
れまでの二次会社であった協力会社
（約200社（含一人親方））と同等の位
置付けに、すなわち、契約条件なども
同一としました。その中で自立化して
もらうことにしました。

⑶　協力会社への評価制度の導入
　「ビジネスライク策」の１つとして、
つうけんアクティブ社を含む協力会社
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らないものが次から次へと出現してき
ました。改善のネタがたくさん潜りこ
んでいたのです。今はこれらの解決に
向けた取組みをしているところです。

M&A

　地元北海道への雇用面での貢献およ
びシナジー効果による増収への期待の
観点から、M&Aについても積極的に
取り組んできました。
　その結果、新たにつうけんグループ
の一員となった、㈱セントラルビル
サービス、北海道電電輸送㈱、東亜建
材工業㈱の３社について紹介します。

⑴　㈱セントラルビルサービス
　㈱セントラルビルサービスは、平成
26年４月に子会社化しました。本会
社は、
①清掃業として
・清掃員を建物に配置した日常清掃
・床にワックス掛けをする定期清掃
・新築住宅や建築ビルの仕上げ等の特
別清掃
②警備業として
・警備員を建物に常駐する施設警備

図１　NTT事業のビジネススキーム

・センサー等を設置した機械警備
・工事現場、イベント会場等の交通誘
導
・警備・銀行間の現金輸送など貴重品
の輸送警備（写真１）　など
の事業を営んでいます。本社は釧路市
にあり、そのエリアが主な市場です
が、つうけんグループに入ってから
は、全道に拠点を有する当社（㈱つう
けんのこと）との連携プレーを進め、
全道での事業展開を目指して取り組ん
でいます。

⑵　北海道電電輸送㈱
　北海道電電輸送㈱は、平成27年７
月に子会社化しました。本会社は札幌
市を拠点に、
①貨物輸送業として
・電柱やケーブル等通信資材の輸送
（写真２）
・個人情報が記載されている書類など
の機密書類輸送
・産業廃棄物の運搬
・除雪や排雪
②荷役業として
・個人の引越しや事務所移転の梱包・
運搬　など　

に対し、安全・品質・VA提案などい
ろいろな面から評価し、その結果をイ
ンセンティブ・ペナルティとして反映
することとしました。
　２層化による最大の副産物は、元請
会社である当社と協力会社との間のコ
ミュニケーションが格段に増したこと
です。この評価制度は、まさに２層化
の賜物です。
　子会社、協力会社をも巻き込んだ構
造改革を実施して２年半が経過しまし
た。この間、いろいろと問題が発生し
ましたが、そのつど、皆で“とにかく、
現状を変えること、を優先しよう、そ
の結果駄目だったら、すぐに元に戻そ
う”のノリで議論し、解決してきまし
た。今では随分と落ち着いてきていま
す。
　当然のことなのでしょうが、構造改
革で仕事の役割や、やり方などを変え
たら今まで視えていなかったものが
「視える化」されました。それをよく
視てみると、何故こうなっているのか
と疑問が生まれ、結局そこには新たな
問題があることがわかり、そうすると
今度はこの問題を解決せねばならなく
なる…というように、変えなければな
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の事業を営んでいます。主には道内で
の事業となりますが、全国電気通信資
材運送事業協会に加盟しており、全国
ネットワークでのサービスも提供して
います。今後は、いわゆる民需系事業
を展開しているつうけんグループの会
社と連携し、民間会社へのアプローチ
を強化することとしています。

⑶　東亜建材工業㈱
　東亜建材工業㈱は、平成27年９月
に子会社化しました。本会社は北海道
夕張市に大規模な処分場（写真３）を
持っており、
①砕石・採土した砂利・砂・黒土・火
山灰等の販売（写真４）
②自治体や建設会社から発注される産

業廃棄物の処理
③夕張メロンや廃棄物等の輸送
④暗渠、ビル解体、除雪業務　など
の事業を営んでいます。北海道は、
2030年の北海道新幹線の札幌開業な
どもあり、札幌近郊では複合交流施設
建設、JR駅舎移転、新札幌駅周辺地
域まちづくり整備などの大型事業が計
画されており、これらに伴う整地・既
存建物の解体・建設などの案件に、つ
うけんグループとして連携強化し、受
注拡大に結び付けていくこととしてい
ます。

つうけん光

　最後に『つうけん光』サービスにつ

いてご紹介します。
　このサービスは、NTT東西様によ
る光アクセスの「サービス卸」を利用
した光コラボレーションモデルに則
り、当社のグループ会社である㈱つう
けんアドバンスシステムズがサービス
プレイヤーとなり、平成27年３月９
日より提供しているものです。
　㈱つうけんアドバンスシステムズは
従来より電話サービスを対象に回線リ
セール事業を展開しており、この事業
で培ったノウハウ（デリバリー（回線
開通・調整）やビリング（料金請求・
回収））を武器に本サービスを提供し
ています。また、故障受付業務を日本
コムシス㈱のオペレーションセンタへ
委託しており、コムシスグループ一丸

写真１　㈱セントラルビルサービス　貴重品輸送 写真２　北海道電電輸送㈱　通信資材を積込中

写真３　東亜建材工業㈱　夕張処理場 写真４　東亜建材工業㈱　建設用骨材採取場
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となって効率的なサービス提供に努め
ています。
　『つうけん光』サービスは、当初は
回線単体で提供をしておりましたが、
11月からインターネット接続サービ
ス『つうけんねっと』の提供を開始
し、回線とプロバイダをセットにした
メニューも追加しました。このセット
プランの価格は、
　①ファミリータイプ　4,780円
　②マンションタイプ　3,580円
という業界最安値水準です。また、「つ
うけん光電話」は月額料金400円を追
加でお支払いただくことで、一般固定

電話への通話料が全国どこへかけても
３分７円と大変お得にお使いいただけ
るサービスとなっています。　
　つうけんグループとしては、グルー
プで囲い込んでいる顧客へのアプロー
チなど積極的な営業展開をしていると
ころです。

おわりに

　構造改革とは、文字通り構造＝形を
変えることですが、大事なことは中身
を変えることです。中身を変えるため
の本質は、“社員にいかに働きがいを

感じてもらえるか”です。このための
改革、「人材育成改革」を平成26年度
から２年間にわたり実施しているとこ
ろです。
　また、M&Aについても、地元北海
道の雇用確保のため、引き続きアンテ
ナを高くし、積極的に取り組んでいき
たいと思っています。
　コムシスグループの“たゆまない改
革”文化の中、
“スカッと、前向き、オープンに！”
を活動スローガンに、「チームつうけ
ん」は走り続けます。

図２　つうけん光


